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録
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原
是
善
の
願
文
と
王
勃
の
文
章

後

藤

昭

雄

一

平
安
朝
に
お
い
て
は
仏
事
の
場
で
多
様
な
漢
文
の
文
章
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
願
文
、
表
白
、
諷
誦
文
、
呪
願
文
が

あ
る
が
、
私
は
こ
の
と
こ
ろ
、
呪
願
文
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

呪
願
文
は
他
と
は
事
な
る
独
自
性
を
持
っ
た
文
章
で
あ
る（
１
）。

一
つ
は

文
体
（
文
型
）
で
あ
る
。
願
文
に
代
表
さ
れ
る
仏
事
の
漢
文
は
四
六
駢

儷
体
で
書
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
呪
願
文
は
四
字
句
を
長
く
連

ね
た
形
式
で
あ
る
。
讃
や
銘
、
あ
る
い
は
経
典
の
偈
の
よ
う
な
形
で
、

こ
れ
は
一
見
し
て
呪
願
文
を
他
と
分
か
つ
、
文
体
上
の
特
徴
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
場
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
仁に
ん

王の
う

会え

で
あ
る
。
仁
王
会
は
『
仁
王
般
若
経
』（『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
密
多

経
』）
を
講
読
し
て
鎮
護
国
家
あ
る
い
は
災
厄
の
消
除
な
ど
を
祈
る
大

が
か
り
な
仏
事
で
あ
る
。
最
も
の
大
事
は
天
皇
の
即
位
に
伴
う
一
代

（
一
度
）
仁
王
会
で
あ
る
。
兵
乱
や
外
国
か
ら
の
来
襲
、
災
害
な
ど
に

際
し
て
は
臨
時
仁
王
会
が
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
定
期
化
し
て
春
秋
二
季

の
仁
王
会
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
仏
事
は
諸
供
養
で
あ
る
。
死
者
の
追
善
を
初
め
、
仏
像

の
造
立
や
経
典
の
書
写
、
ま
た
寺
院
、
堂
塔
の
建
立
な
ど
に
伴
う
供
養

の
場
に
お
い
て
も
呪
願
文
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
呪
願
文
は
仁
王
会
お
よ
び
供
養
の
場
で
制
作
、
読
誦
さ
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れ
た
が
、
ま
た
両
者
に
は
違
い
も
あ
っ
た
。
仁
王
会
に
お
い
て
は
呪
願

文
の
み
が
用
い
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
供
養
に
お
い
て
は
併
せ
て
願
文

も
用
い
ら
れ
た
。
二
種
の
文
章
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
呪
願
文
の
基
本
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
で
、

供
養
に
お
け
る
呪
願
文
の
一
例
と
し
て
、
現
存
す
る
そ
の
最
も
早
い
作

品
を
読
ん
だ
が
、
そ
の
作
業
に
お
い
て
、
別
の
新
た
な
問
題
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

詩
文
集
や
歴
史
史
料
か
ら
平
安
朝
の
呪
願
文
を
拾
い
集
め
る
と
三
十

一
首
が
遺
存
す
る
が
、
供
養
の
場
に
お
け
る
作
と
し
て
最
も
早
い
の
は

貞
観
三
年
（
八
六
一
）
の
東
大
寺
大
仏
供
養
呪
願
文
で
あ
り
、
願
文
も

併
せ
て
残
る
。
こ
の
呪
願
文
が
作
成
さ
れ
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
前
史

が
あ
っ
た
。

文
徳
朝
の
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
五
月
二
十
三
日
、
奈
良
東
大
寺
の

大
仏
の
頭
部
が
落
下
す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た

（『
文
徳
実
録
』
同
月
庚
午
条
）。
大
仏
を
建
立
し
た
聖
武
天
皇
の
佐
保

山
陵
に
奏
さ
れ
た
「
策
命
」
に
は
長
い
年
月
を
経
た
こ
と
に
よ
る
自
然

落
下
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
（
同
七
月
戊
申
条
）、
現
在
で
は
当
時
頻

発
し
て
い
た
地
震
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
直
ち
に
修
復
作

業
が
始
め
ら
れ
た
が
、
六
年
近
い
歳
月
を
要
し
、
貞
観
三
年
（
八
六

一
）
三
月
に
完
了
し
た
。
こ
の
間
、
文
徳
天
皇
が
没
し
、
清
和
天
皇
が

即
位
す
る
と
い
う
代
替
わ
り
も
挟
っ
て
い
る
。

貞
観
三
年
三
月
十
四
日
、
仏
頭
修
復
の
完
成
を
祝
う
開
眼
供
養
会
が

催
さ
れ
た
。
そ
の
盛
大
な
さ
ま
は
『
三
代
実
録
』
が
記
述
し
て
い
る
が
、

そ
こ
に
仏
頭
の
再
現
成
っ
た
盧
舎
那
仏
に
捧
げ
ら
れ
た
「
呪
願
文
」
と

「
呪
願
」
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
で
三
頁
余

に
及
ぶ
雄
篇
で
あ
る
。
作
者
は
道
真
の
父
、
菅
原
是
善
で
あ
る
。
時
に

文
章
博
士
の
任
に
在
っ
た
。

こ
の
呪
願
文
と
呪
願
と
を
読
ん
だ
が（
２
）、
当
然
の
手
続
き
と
し
て
一
つ

一
つ
の
語
句
の
典
拠
や
先
行
の
用
例
等
を
確
認
す
る
。
そ
の
作
業
を
通

し
て
、
こ
の
二
首
の
文
章
の
作
成
に
は
初
唐
の
王
勃
の
文
章
が
一
つ
の

素
材
源
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

こ
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
う
し

て
、
こ
の
こ
と
の
、
我
が
国
に
お
け
る
王
勃
の
文
学
の
受
容
、
ま
た
平

安
朝
の
中
国
文
学
受
容
に
お
け
る
意
義
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二

是
善
の
文
章
に
お
け
る
王
勃
の
文
の
受
容
を
見
て
い
く
に
先
立
っ
て
、

い
く
つ
か
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
是
善
作
の
呪
願
文
と
呪
願
に
つ
い
て
で
あ
る
。
呪
願
文
は
四
六
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駢
儷
体
で
書
か
れ
、
一
一
七
二
字
か
ら
な
る
。
私
見
で
は
以
下
の
よ
う

に
六
つ
の
段
落
に
分
け
た（
３
）。（　

）
内
の
数
字
は
字
数
の
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
で
あ
る
。

一
、
聖
武
天
皇
に
よ
る
大
仏
建
立
（
11
）

二
、
文
徳
朝
、
斉
衡
二
年
の
仏
頭
落
下
（
7
）

三
、
文
徳
朝
に
お
け
る
修
復
（
23
）

四
、
清
和
朝
に
お
け
る
修
復
の
完
成
（
11
）

五
、
貞
観
三
年
の
開
眼
供
養
会
（
26
）

六
、
祈
願
（
22
）

呪
願
は
四
字
句
か
ら
な
る
。
一
三
二
句
で
、
総
字
数
は
五
二
八
字
で

あ
る
。
次
の
よ
う
に
四
段
落
に
分
け
た（
４
）。

一
、
大
仏
建
立
（
24
）

二
、
仏
頭
の
落
下
と
修
復
（
6
）

三
、
開
眼
供
養
会
（
30
）

四
、
祈
願
（
39
）

な
お
、
四
六
文
を
「
呪
願
文
」、
四
字
句
を
「
呪
願
」
と
呼
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
『
三
代
実
録
』
の
呼
称
で
、
平

安
朝
に
お
け
る
一
般
的
用
法
と
は
相
違
す
る
。
一
般
に
は
前
者
は
「
願

文
」
で
、
後
者
の
四
字
句
の
作
が
「
呪
願
文
」
で
あ
る
が
、
今
は
テ
キ

ス
ト
の
呼
称
に
従
う
。

王
勃
（
六
四
八
～
六
七
六
）
は
楊よ
う

炯け
い

、
盧ろ

照し
ょ
う

鄰り
ん

、
駱ら
く

賓ひ
ん

王の
う

と
共
に

「
初
唐
の
四
傑
」
と
称
さ
れ
る
唐
初
の
代
表
的
詩
人
で
『
王
勃
集
』
が

あ
る
。
今
は
揖
本
『
王
子
安
集
』（「
子
安
」
は
字あ
ざ
な）
と
し
て
通
行
す
る
。

『
王
子
安
集
』
に
つ
い
て
は
今
は
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
の
み
に
限
っ
て
お

く
。
清
、
蔣
清
翊
注
『
王
子
安
集
註
』（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
に
拠
る
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
『
文

苑
英
華
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
）
巻
八
五
〇
～
八
五
三
所
収
本

文
と
対
校
し
、
本
文
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

結
論
の
一
部
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
是
善
が
呪
願
文
・
呪

願
の
典
拠
と
し
て
用
い
た
王
勃
の
作
品
に
は
偏
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
寺

碑
に
限
ら
れ
る
。
以
下
の
諸
作
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
を
こ
こ
に
一
覧

と
し
、
次
節
の
論
述
で
は
「
〇
〇
寺
碑
」
の
略
称
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

益
州
綿
竹
県
武
都
山
淨
恵
寺
碑
（
巻
十
六
）

梓
州
飛
鳥
県
白
鶴
寺
碑
（
同
）

益
州
徳
陽
県
善
寂
寺
碑
（
巻
十
七
）

梓
州
通
泉
県
恵
普
寺
碑
（
同
）

梓
州

県
兜
率
寺
浮
図
碑
（
同
）

広
州
宝
荘
厳
寺
舎
利
塔
碑
（
巻
十
八
）

梓
州
玄
武
県
福
会
寺
碑
（
巻
十
九
）

彭
州
九
隴
県
龍
懐
寺
碑
（
同
）
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梓
州
慧
義
寺
碑
銘
（
巻
二
十
）

三

是
善
は
い
か
に
王
勃
の
文
章
を
利
用
し
て
い
る
か
、
具
体
的
に
見
て

い
こ
う
。
ま
ず
呪
願
文
で
あ
る
。

第
三
段
落
、
文
徳
朝
に
お
け
る
仏
頭
修
復
に
つ
い
て
の
叙
述
に
い
く

つ
か
の
例
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
、
即
位
し
た
文
徳
天
皇
に
つ
い
て
、
こ

う
記
す
。

先
皇
、
大
鈞
无
事
、
神
器
有
帰
。

堯
曦
将
仏
鏡
俱
懸
、
軒
車
与
法
輪
同
転
。

先
皇
、
大
鈞
事
无な

く
し
て
、
神
器
帰
す
る
有
り
。

堯ぎ
ょ
う

曦ぎ

仏
鏡
と
俱と
も

に
懸
か
り
、
軒
車
法
輪
と
同と
も

に
転
ず
。

「
先
皇
」
は
文
徳
天
皇
（
在
位
八
五
〇
～
八
五
八
年
）
で
あ
る
。「
大

鈞
」
は
天
、「
神
器
」
は
帝
位
を
示
す
宝
、
そ
こ
か
ら
帝
位
を
も
意
味

す
る
。
天
は
何
事
を
な
す
こ
と
も
な
く
、
帝
位
は
帰
す
べ
き
所
へ
伝
え

ら
れ
た
。
こ
の
「
大
鈞
无
事
、
神
器
有
帰
」
は
「
福
会
寺
碑
」
に
、

洎
乎
大
鈞
无
事
、
神
器
有
帰
。
清
玉
戸
而
帝
寰
中
、
転
金
輪
而
王

天
下
。

大
鈞
事
无な

く
し
て
、
神
器
帰
す
る
こ
と
有
る
に
洎お
よ

び
て
、
玉
戸

を
清
ら
か
に
し
て
寰か
ん

中ち
ゅ
う

に
帝
た
り
、
金
輪
を
転
じ
て
天
下
に

王
た
り
。

と
あ
る
の
を
用
い
る
。
続
く
文
の
「
金
輪
を
転
じ
」
も
呪
願
文
の
「
法

輪
と
同
に
転
ず
」
と
同
意
で
あ
る
が
、
こ
の
句
を
含
む
「
堯
曦
」
以
下

の
一
文
も
「
慧
義
寺
碑
」
の
次
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
。

自
先
后
膺
暦
、
今
聖
乗
時
、
堯
曦
将
仏
鏡
俱
懸
、
軒
車
与
法
輪
同

転
。先

后
暦
に
膺あ

た
り
、
今
聖
時
に
乗
じ
て
自
り
、
堯
曦
仏
鏡
と
倶

に
懸
か
り
、
軒
車
法
輪
と
同
に
転
ず
。

「
堯
」
は
中
国
古
代
の
聖
天
子
。「
曦
」
は
光
、
輝
き
。「
軒
車
」
は

伝
説
上
の
帝
王
、
黄
帝
（
軒
轅
氏
）
を
い
う
。
轅
は
車
の
か
じ
棒
で
あ

る
か
ら
「
車
」
に
置
き
換
え
た
。
こ
の
一
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
、
文

徳
天
皇
が
仏
事
に
も
心
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

文
徳
朝
に
続
け
ら
れ
る
修
復
作
業
の
記
述
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

周
官
詮
揆
日
之
工
、
荊
容
練
成
風
之
功
。

周
官
は
日
を
揆は
か

る
工
に
詮あ
き

ら
か
に
し
て
、
荊
容
は
風
を
成
す
功

に
練な

れ
た
り
。

「
周
官
」
は
周
の
役
人
。「
日
を
揆
る
」
は
『
詩
経
』
鄘よ
う

風
「
定
之
方

中
」
に
「
之
れ
を
揆
る
に
日
を
以
て
し
、
楚
の
室
を
作
り
為
す
」
と
あ

る
の
に
拠
る
。
太
陽
の
方
角
を
計
る
。
後
句
、「
荊
容0

」
は
後
述
の
典
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拠
か
ら
考
え
て
、「
荊
客0

」
の
誤
り
で
あ
る
。「
荊
」
は
楚
の
別
称
。

「
風
を
成
す
」
は
『
荘
子
』
徐
無
鬼
の
逸
話
に
基
づ
く
。
郢え
い

（
楚
の

都
）
の
男
が
大
工
の
名
人
、
匠
石
に
鼻
の
先
に
付
い
た
漆
喰
を
取
っ
て

く
れ
と
頼
ん
だ
。
匠
石
は
ま
さ
か
り
を
振
り
回
し
風
が
起
こ
っ
た

（「
匠
石
、
斤
を
運め
ぐ

ら
せ
て
風0

を
成0

す
」）
が
、
男
は
落
ち
着
い
た
も
の
、

漆
喰
は
み
ご
と
削
り
取
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
一
聯
は
技
術
者
た
ち
の
活
躍
振
り
を
述
べ
る
が
、「
善
寂
寺

碑
」
の
次
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

林
衡
授
矩
、
周
官
詮
揆
日
之
工
、

梓
匠
揮
斤
、
荊
客
練
成
風
之
巧
。

林
衡
矩く

を
授
け
、
周
官
は
日
を
揆
る
工
に
詮
ら
か
に
し
て
、

梓
匠
斤
を
揮ふ
る

ひ
、
荊
客
は
風
を
成
す
巧
に
練
れ
た
り
。

「
林
衡
」
は
『
周
礼
』
地
官
に
木
材
の
巡
守
を
行
う
官
と
し
て
見
え
、

「
梓
匠
」
は
大
工
（『
孟
子
』
滕
文
公
下
）。
こ
の
文
章
を
踏
ま
え
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
呪
願
文
の
後
句
の
末
尾
「
成
風
之
功0

」

は
、
こ
れ
で
も
意
は
通
じ
る
が
、
や
は
り
「
巧
」
に
改
め
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。『
三
代
実
録
』
に
お
け
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

修
復
作
業
の
叙
述
中
に
多
く
の
人
び
と
か
ら
の
援
助
喜
捨
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

神
霊
致
感
、
奔
為
知
識
之
先
、

外
道
帰
心
、
還
為
恭
敬
之
輩
。

何
況
、
施
身
童
子
、
忍
辱
仙
人
。

神
霊
は
感
を
致
し
て
、
奔は
し

つ
て
知
識
の
先
を
為
し
、

外げ

道ど
う

も
心
を
帰
し
て
、
還か
え

つ
て
恭
敬
の
輩
と
為
る
。

何
ぞ
況
ん
や
、
施
身
童
子
、
忍に
ん

辱に
く

仙
人
を
や
。

「
知
識
」
は
金
品
を
寄
進
す
る
こ
と
。「
外
道
」
は
仏
道
以
外
の
教
え

を
信
じ
る
者
。
そ
う
し
た
人
々
ま
で
も
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
。
ま
し
て

施
身
童
子
や
忍
辱
仙
人
が
助
け
て
く
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
と

い
う
。
こ
の
施
身
童
子
と
忍
辱
仙
人
の
併
称
は
「
恵
普
寺
碑
」
の
次
の

文
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

施
身
童
子
、
戻
止
巌
扃
、
忍
辱
仙
人
、
来
儀
礀
戸
。

施
身
童
子
、
巌
扃
に
戻い

止た

り
、
忍
辱
仙
人
、
礀
戸
に
来き

儀た

る
。

後
者
の
忍
辱
仙
人
は
釈
迦
の
本
生
譚
に
見
え
る
呼
称
と
し
て
知
ら
れ

る
。
羯か
つ

利り

王
に
身
を
切
り
刻
ま
れ
て
も
そ
の
苦
難
に
耐
え
た
（『
阿あ

毘び

達だ
る

磨ま

大だ
い

毘び

婆ば

沙し
ゃ

論ろ
ん

』
巻
一
八
二
）。
前
者
の
施
身
童
子
は
不
確
か
で
あ

る
。『
王
子
安
集
註
』
は
「
未
詳
」
と
す
る
。
佐
伯
有
義
『
増
補
六
国

史　

三
代
実
録
』（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二
年
復
刊
）
の
標
注
は

「
波は

羅ら

捺な

国
王
の
太
子
忍
辱
、
父
母
の
病
篤
き
時
自
ら
肉
を
割
き
て
薬

に
充
つ
と
云
、
之
を
云
か
」
と
い
う
。『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
巻
三
に

見
え
る
話
で
あ
る
が
、
太
子
を
「
童
子
」
と
い
え
る
か
と
い
う
疑
問
が



6

あ
る
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
雪せ
つ

山せ
ん

童
子
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
生
譚

の
一
つ
で
、
釈
迦
が
童
子
と
な
っ
て
雪
山
で
修
業
し
て
い
た
時
、
帝
釈

天
が
童
子
を
た
め
そ
う
と
羅
刹
に
姿
を
変
え
、「
諸
行
無
常
、
是
生
滅

法
」
の
偈
を
唱
え
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
童
子
は
残
り
の
偈
を
聞
き
た
い

と
、
身
を
投
げ
て
羅
刹
に
施
そ
う
と
し
た
と
い
う
。
忍
辱
仙
人
は
釈
迦

の
前
世
の
名
と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
用
例
が

あ
る
が
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
六
一
例（
５
））、「

施
身
童
子
」
と
い
う

語
は
他
に
用
例
を
見
出
だ
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
併
称
は
前
引

の
王
勃
の
文
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

呪
願
文
は
先
の
文
章
に
続
い
て
次
の
一
文
が
あ
る
。

天
女
持
花
、
山
神
献
菓

天
女
は
花
を
持
ち
、
山
神
は
菓
を
献
ず
。

天
女
や
山
の
神
々
も
力
を
添
え
る
。
こ
れ
も
王
勃
の
文
を
用
い
る
。

「
浄
恵
寺
碑
」
に
、

山
神
献
果
、
送
出
菴
園
、

天
女
持
花
、
来
遊
浄
国
。

山
神
は
果
を
献
じ
て
、
送
り
て
菴あ
ん

園え
ん

を
出
で
、

天
女
は
花
を
持
ち
て
、
来
た
り
て
浄
国
に
遊
ぶ
。

こ
れ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
近
似
の
例
も
あ
る
。「
福
会
寺
碑
」

に
、

山
神
献
果
、
還
栖
交
露
之
台
、

天
女
持
香△

、
即
遶
飛
花
之
閣
。

山
神
は
果
を
献
じ
て
、
ま
た
交
露
の
台
に
栖す

み
、

天
女
は
香
を
持
ち
て
、
即
ち
飛
花
の
閣
を
遶め
ぐ

る
。

と
あ
る
。「
花
」
を
「
香
」
に
変
え
て
い
る
。

修
復
成
っ
て
後
に
行
わ
れ
た
開
眼
会
に
つ
い
て
の
叙
述
（
第
五
段

落
）
に
も
、
王
勃
文
か
ら
の
借
用
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。

段
落
の
初
め
で
あ
る
。

此
を
以
て
、
貞
観
三
年
、
歳ほ
し

辛
巳
に
次や
ど

る
、
春
三
月
十
四
日
、

青
蓮
湛
目
、
褰
翠
幌
而
高
臨
、

赭
菓
涵
唇
、
啓
紅
窓
以
密
咲
。

青
蓮
目
に
湛た
た

へ
、
翠
幌
を
褰か
か

げ
て
高
く
臨
み
、

赭し
ゃ

菓か

唇
を
涵う
る
おし

、
紅
窓
を
啓ひ
ら

き
て
以
て
密
か
に
咲え

む
。

三
十
二
相
、
煥
若
天
成
、

八
十
四
儀
、
巍
如
踊
出
。

三
十
二
相
、
煥か
ん

と
し
て
天
の
成
せ
る
が
若ご
と

く
、

八
十
四
儀
、
巍ぎ

と
し
て
踊あ
が

り
出
づ
る
が
如
し
。

仏
頭
が
据
え
ら
れ
、
仏
顔
が
再
び
出
現
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
前
聯

の
「
青
蓮
湛
目
」
と
「
赭
菓
涵
唇
」
と
の
対
偶
の
、「
青
蓮
目
に
湛

へ
」
は
次
の
聯
の
「
三
十
二
相
」
の
一
つ
、
眼
色
如
紺
青
相
で
あ
る
。
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青
い
蓮
の
よ
う
な
紺
青
の
瞳
。
ま
た
「
赭
菓
唇
を
涵
し
」
は
「
八
十
四

儀
」
の
一
つ
で
、
仏
陀
の
唇
は
果
物
の
よ
う
に
赤
い
と
さ
れ
る
。
そ
う

し
て
こ
の
「
青
蓮
―
―
」
と
「
赭
果
―
―
」
の
対
偶
は
、「
慧
義
寺
碑

銘
」
の
、

青
蓮
湛
目
、
下
映
香
泉
、

赬
菓
含△

唇
、
斜
交
宝
樹
。

青
蓮
目
に
湛
へ
、
下
は
香
泉
に
映
じ
、

赬て
い

果か

唇
に
含
み
、
斜
め
に
宝
樹
に
交
は
る
。

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
赭
」
と
「
赬
」
は
同
義
で
、
赤
い
。

「
三
十
二
相
」
と
「
八
十
四
儀
」
の
対
偶
も
ま
た
王
勃
の
文
章
に
倣
う
。

す
な
わ
ち
「
白
鶴
寺
碑
」
の

三
十
二
相
、
臨
玉
座
以
相
輝
、

八
十
四
儀
、
擁
金
山
而
円
立
。

三
十
二
相
、
玉
座
に
臨
み
て
相
輝
き
、

八
十
四
儀
、
金
山
を
擁
し
て
円
立
す
。

の
対
偶
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

「
三
十
二
相
」
は
周
知
の
よ
う
に
仏
陀
が
有
す
る
三
十
二
の
身
体
的

特
徴
。
先
の
青
蓮
の
瞳
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
八
十

四
儀
」
と
い
う
語
は
用
例
を
見
出
だ
し
え
な
い
語
で
あ
る
。『
王
子
安

集
註
』
は
「
八
十
種
好
」
と
し
て
注
を
施
し
て
い
る
。「
八
十
種
好
」

は
「
三
十
二
相
」
と
同
様
の
仏
陀
の
八
十
の
吉
相
を
い
う
も
の
で
、
先

の
朱
唇
も
そ
の
一
つ
で
、
五
十
一
と
し
て
「
唇
色
潤
沢
し
て
、
頻
婆
果

の
如
し
」
と
あ
る
。
王
勃
は
「
三
十
二
」
と
い
う
三
字
の
数
字
と
対
語

と
す
る
た
め
に
「
八
十
種
」
を
「
八
十
四
」
に
変
え
た
の
で
あ
ろ
う（
６
）。

こ
の
箇
所
は
文
章
の
展
開
も
王
勃
の
文
に
倣
っ
て
い
る
。「
白
鶴
寺

碑
」
は
「
三
十
二
相
、
―
―
―
、
八
十
四
儀
、
―
―
―
」
の
前
に
、

果
唇
間
発
、
蓮
眸
周
映

貝
歯
含
滋
、
璿
毫
起
照

果
唇
間ま

ま
発ひ
ら

き
、
蓮
眸
周あ
ま
ねく

映う
つ

す
。

貝
歯
滋う
る
おひ
を
含
み
、
璿え
い

毫ご
う

照
を
起
こ
す
。

と
あ
る
。「
果
唇
」、「
蓮
眸
」
は
呪
願
文
の
「
赭
菓
唇
を
涵
し
」、「
青

蓮
目
に
湛
へ
」
で
あ
り
、
次
の
「
貝
歯
」、「
璿
毫
」
も
仏
陀
の
身
体
的

特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
具
体
例
を
挙
げ
て
、「
三
十
二
相
」、「
八
十
四

儀
」
と
ま
と
め
る
。
呪
願
文
も
同
じ
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
創
建
当
時
の
偉
容
を
取
り
戻
し
た
大
仏
殿
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
る
。

金
光
護
国
の
香
場
を
荘
厳
し
、
天
平
勝
宝
の
旧
事
を
排
弁
す
。

層
甍
四
注
、
激
奔
電
於
彫
櫳
、

複
屋
三
休
、
繞
浮
烟
於
繡
檻
。

層そ
う

甍ぼ
う

四よ
も

に
注
ぎ
、
奔
電
を
彫ち
ょ
う

櫳ろ
う

に
激さ
え
ぎり
、
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複
屋
三
た
び
休
み
て
、
浮
烟
を
繡し
ゅ
う

檻か
ん

に
繞め
ぐ

ら
す
。

「
層
甍
」
は
幾
重
に
も
重
な
る
瓦
。「
四
注
」
は
四
方
に
広
が
る
こ
と
。

「
櫳
」
は
窓
の
格
子
。「
三
休
」
は
一
気
に
登
れ
ず
、
途
中
で
休
む
こ
と
。

建
物
の
高
い
こ
と
を
表
す
。
こ
の
一
聯
は
「
白
鶴
寺
碑
」
の
次
の
一
聯

に
基
づ
き
、
語
を
多
少
置
き
換
え
る
。

層
甍
四
合
、
爍
奔
電
於
丹
楹
、

複
殿△

三
休
、
絡
浮
煙
於
翠
幌
。

層
甍
四
に
合
し
、
奔
電
を
丹た
ん

楹え
い

に
爍か
が
やか
し
、

複
殿
三
た
び
休
み
て
、
浮
煙
を
翠
幌
に
絡ま
と

は
す
。

こ
れ
で
は
「
四
注
」
で
は
な
く
「
四
合
」
で
あ
る
が
、「
四
注
」
の

語
も
、「
福
会
寺
碑
」
に
、

乃
ち
寺
内
に
重
閣
一
所
を
建
つ
。
…
…
、
層そ
う

榭し
ゃ

三
た
び
休
み
、

琱ち
ょ
う

簷え
ん

四
に
注
ぐ
。

と
、「
三
休
」
の
対
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
琱
簷
」
は
彫
刻
の

施
さ
れ
た
ひ
さ
し
。

大
仏
殿
の
前
に
拡
が
る
殿
庭
の
荘
厳
の
描
写
に
次
の
一
聯
が
あ
る
。

初
虹
曳
綵
、
即
挂
新
幡
、

瑞
鳳
翻
金
、
還
栖
旧
刹
。

初
虹
綵さ
い

を
曳
き
て
、
即
ち
新
幡
を
挂か

け
、

瑞
鳳
金
を
翻
ひ
る
が
えし
て
、
ま
た
旧
刹
に
栖す

む
。

色
鮮
や
か
な
真
新
し
い
幡ば
ん

が
掲
げ
ら
れ
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
鳳
凰

が
飛
び
来
た
る
と
い
う
。
こ
の
一
聯
は
「
浄
恵
寺
碑
」
の
次
の
表
現
に

学
ぶ
。虹

生
北
㵎
、
即
掛△

新
幡
、

鳳
下
東
岑
、
還
栖
旧
刹
。

虹
は
北
㵎
に
生
じ
て
、
即
ち
新
幡
を
掛
け
、

鳳
は
東
岑
よ
り
下
り
て
、
ま
た
旧
刹
に
栖
む
。

こ
の
開
眼
の
盛
儀
を
見
よ
う
と
詰
め
か
け
た
群
集
に
つ
い
て
の
描
写

も
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
王
勃
の
文
の
受
容
が
見
ら
れ
る
。

閭
閻
霧
撲
、
士
女
雲
趨
。

車
不
得
旋
、
人
不
得
顧
。

閭り
ょ

閻え
ん

は
霧
の
ご
と
く
撲つ

く
し
、
士
女
は
雲
の
ご
と
く
趨は
し

る
。

車
は
旋め
ぐ

ら
す
を
得
ず
、
人
は
顧
み
る
を
得
ず
。

「
閭
閻
」
は
庶
民
。「
撲
」
は
地
を
尽
く
し
の
意
。
王
勃
の
「
洪
府
の

滕
王
閣
に
登
り
て
餞
別
す
る
序
」（
巻
八
）
に
「
閭
閻
地
を
撲
く
し
」

と
あ
る
。
民
衆
が
地
に
溢
れ
て
の
意
。
こ
の
「
閭
閻
霧
撲
、
士
女
雲

趨
」
の
対
句
は
「
宝
荘
厳
寺
舎
利
塔
碑
」
の

閭
閻
霧
撲
、
士
女
雲
流△

。

閭
閻
は
霧
の
ご
と
く
撲
く
し
、
士
女
は
雲
の
ご
と
く
流ゆ

く
。

を
、
一
字
を
換
え
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
王
勃
の
碑
か
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
摂
取
例
を

考
え
る
と
、
次
も
そ
の
一
例
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

呪
願
文
の
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
欽
明
朝
に
お
け
る
仏

教
の
伝
来
か
ら
筆
を
起
こ
し
て
い
る
。

粤こ

若こ

に
天あ
め

国く
に

押お
し

開は
る
き

広ひ
ろ

庭に
わ

天
皇
十
三
年
壬
申
、

仏
像
西
に
睠か
え
りみ
、
釈
教
東
に
来
た
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
西
睠
」
と
「
東
来
」
と
を
対
語
と
す
る
表
現
は

「
福
会
寺
碑
」
の
、

法
雲
西
睠
、
潜
銷
火
宅
之
氛
、

慧
日
東
来
、
迴
朗
昏
衢
之
景
。

法
雲
西
に
睠
み
る
に
、
潜ひ
そ

か
に
火
宅
の
氛ふ
ん

を
銷け

し
、

慧
日
東
に
来
た
り
て
、
迴は
る

か
に
昏こ
ん

衢く

の
景
を
朗あ
き

ら
か
に
す
。

を
借
り
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
類
似
の
表
現
と
し
て
「
兜
率
寺

碑
」
に法

王
西
眷
、
教
迹
東
遊△

法
王
西
に
眷か
え
りみ
、
教
迹
東
に
遊
ぶ
。

の
例
も
あ
る
。「
眷
」
は
「
睠
」
と
同
義
。

呪
願
文
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
。

次
い
で
呪
願
の
表
現
を
見
て
み
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
次
の
四
段

落
に
分
け
ら
れ
る
。

大
仏
建
立

仏
頭
の
落
下
と
修
復

開
眼
供
養
会

祈
願

順
序
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。
な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
呪
願

は
全
て
四
字
句
で
あ
る
。

第
一
段
落
に
大
仏
完
成
後
の
大
仏
殿
の
様
子
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、

次
の
表
現
が
あ
る
。

神
宮
不
夜
、
寰
中
長
秋
。

神
宮
夜
な
ら
ず
、
寰
中
長
と
こ
し
え

に
秋
な
り
。

大
仏
殿
に
は
夜
も
煌
々
と
灯
が
輝
く
。
こ
れ
は
「
龍
懐
寺
碑
」
の
、

神
宮
不
夜
、
𨗉
閣
長
秋

神
宮
夜
な
ら
ず
、
𨗉す
い

閣か
く

長
に
秋
な
り
。

に
倣
う
。「
𨗉
閣
」
は
奥
深
い
高
殿
。
ま
た
、「
恵
普
寺
碑
」
に
、

神
宮
不
夜
、
虚
室
長
寒△

神
宮
夜
な
ら
ず
、
虚
室
長つ
ね

に
寒
し
。

と
い
う
類
似
表
現
も
あ
る
。

第
三
段
落
は
貞
観
三
年
三
月
の
開
眼
供
養
会
の
盛
儀
の
さ
ま
を
述
べ

る
が
、
そ
の
冒
頭
に
文
徳
天
皇
の
後
を
継
い
だ
清
和
天
皇
に
対
す
る
讃

美
の
叙
述
が
あ
り
、
次
の
句
が
あ
る
。
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赤
県
同
文
、
蒼
甿
胥
悦

赤
県
文
を
同
じ
く
し
、
蒼そ
う

甿ぼ
う

胥み
な

悦よ
ろ
こ

ぶ
。

「
赤
県
」
は
中
国
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
日
本
。「
同
文
」
は
同
じ
文

字
を
用
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
同
一
の
文
化
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
蒼
甿
」
は
民
衆
。「
胥
」
は
は
な
は
だ
特
殊
な
用
字
で
あ
る
が
、
皆
の

意
。『
詩
経
』
小
雅
「
角
弓
」
に
「
爾な
ん
じの

遠と
お
ざく

れ
ば
、
民
胥
然し
か

せ
ん
」

と
あ
り
、
鄭
玄
の
注
に
「
胥
、
皆
な
り
」
と
い
う
。
こ
の
語
を
含
む

「
蒼
甿
胥
悦
」
の
句
は
、「
福
会
寺
碑
」
の
、

紫
宸
有
裕
、
蒼
甿
胥
悦

紫
宸
裕ゆ
た

か
な
る
こ
と
有
り
て
、
蒼
甿
胥
悦
ぶ
。

を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

呪
願
に
も
呪
願
文
と
同
じ
く
開
眼
会
を
見
物
し
よ
う
と
押
し
寄
せ
た

多
く
の
人
々
に
つ
い
て
の
叙
述
が
あ
る
。

覩み

る
者
堵と

の
如
く
、
来
た
る
者
雲
の
如
し
。

都
雄
野
老
、
雁
行
連
袖

趙
美
燕
餘
、
魚
貫
継
履

都
雄
野
老
、
雁
行
し
て
袖
を
連
ね
、

趙
美
燕
餘
、
魚
の
ご
と
く
貫つ
ら
なり

て
履く
つ

を
継
ぐ
。

都
人
も
地
方
の
老
人
も
列
を
な
し
、
諸
国
の
美
人
が
き
び
す
を
接
し

て
や
っ
て
く
る
。「
趙
美
燕
餘
」
は
美
人
。
趙
と
燕
に
は
美
女
が
多
い

と
さ
れ
る
。「
古
詩
十
九
首
（
そ
の
十
二
）」（『
文
選
』
巻
二
九
）
に

「
燕
趙
は
佳
人
多
し
、
美
し
き
者
顔
は
玉
の
如
し
」
と
あ
る
。
こ
の
一

聯
は
「
恵
普
寺
碑
」
の
、

都
人
野
彦
、
希
梵
席
而
投
裾

趙
美
燕
餘
、
望
斎
庭
而
継
履

都
人
野
彦
、
梵
席
を
希の
ぞ

み
て
裾そ
で

を
投ふ

り
、

趙
美
燕
餘
、
斎
庭
を
望
み
て
履
を
継
ぐ
。

を
踏
ま
え
て
い
る
。

第
四
段
落
で
は
、
仏
頭
の
修
復
、
開
眼
供
養
と
い
う
善
行
に
よ
っ
て

人
々
に
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
果
報
が
、
各
人
、
各
階
層
ご
と
に
列

挙
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
七
廟
で
あ
る
。
七
廟
と
は
天
子
の
御み

霊た
ま

屋や

で
あ
る
。

是か

く
の
如
き
景
祐
、
先
づ
七
廟
を
資た
す

く
。

滌
想
三
明
、
恬
神
八
解

想
ひ
を
三さ
ん

明み
ょ
う

に
滌そ
そ

ぎ
、
神こ
こ
ろを

八は
ち

解げ

に
恬や
す
らか

に
す
。

「
三
明
」
と
「
八
解
」
を
対
語
と
し
て
措
い
て
い
る
。
三
明
は
三
明

智
で
、
仏
の
持
つ
過
去
、
現
在
、
未
来
を
知
る
知
恵
。
ま
た
八
解
は
八

解
脱
で
、
八
種
の
安
ら
ぎ
の
境
地
。
こ
の
二
語
を
対
と
す
る
の
は
王
勃

の
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
例
が
あ
る
。「
浄
恵
寺
碑
」
に
、

法
師
、
玉
函
に
彩
を
降
し
、
金
瓶
に
色
を
探
る
。
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振
八
解
之
遥
源
、
践
三
明
之
広
路

八
解
の
遥
源
を
振
る
ひ
、
三
明
の
広
路
を
践ふ

む
。

ま
た
「
荘
厳
寺
舎
利
塔
碑
」
に
、

法
師
、
夙つ
と

に
真
地
に
登
り
、
深
く
慧
門
に
入
る
。

照
果
業
於
三
明
、
払
塵
労
於
八
解

果
業
を
三
明
に
照
ら
し
、
塵
労
を
八
解
に
払
ふ
。

と
あ
る
。

「
方
今
の
聖
朝
」、
清
和
天
皇
に
つ
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
言

及
が
あ
る
が
、
中
に
次
の
句
が
あ
る
。

風
調
舜
暦
、
雨
浹
堯
旬

風
は
舜
暦
を
調
へ
、
雨
は
堯
旬
を
浹う
る
おさ

ん
。

「
舜
」「
堯
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
中
国
古
代
の
聖
帝
の
代
表
で
あ
る
。

こ
れ
を
以
て
清
和
天
皇
を
な
ぞ
ら
え
る
。
こ
の
二
句
は
聖
代
た
る
当
代

の
無
事
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
い
う
が
、「
龍
懐
寺
碑
」
の
次
の
表
現
を

用
い
て
い
る
。

宝
瓶
宵
注
、
潤△

浹
堯
旬
、

玉
柄
晨
麾
、
風
調
舜
暦
。

宝
瓶
宵
に
注
い
で
、
潤
は
堯
旬
を
浹
し
、

玉
柄
晨あ
し
たに

麾ま
ね

き
て
、
風
は
舜
暦
を
調
ふ
。

「
潤
」
は
こ
こ
で
は
雨
の
意
。
そ
れ
を
、
是
善
は
よ
り
明
確
に

「
雨
」
に
置
き
換
え
た
の
で
あ
る
。

呪
願
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

三
千
法
界
、
十
二
因
縁
、

共
出
煩
昏
、
同
遊
覚
照
。

三
千
法
界
、
十
二
因
縁
、

共
に
煩
昏
を
出
で
、
同ひ
と

し
く
覚
照
に
遊
ば
ん
。

「
三
千
法
界
」
は
三
千
大
千
世
界
、
す
な
わ
ち
全
宇
宙
。「
十
二
因

縁
」
は
人
間
の
苦
悩
を
生
じ
さ
せ
る
十
二
の
項
目
の
関
係
性
。「
煩
昏
」、

「
覚
照
」
は
迷
い
の
闇
と
悟
り
の
世
界
。
こ
の
結
び
は
「
浄
恵
寺
碑
」

の
次
の
聯
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
千
法
界
、
由
広
位
而
出
無
明
、

十
二
因
縁
、
自
普
済
而
登
彼
岸
。

三
千
法
界
、
広
位
よ
り
無
明
を
出
で
、

十
二
因
縁
、
普
済
よ
り
彼
岸
に
登
ら
ん
。

「
三
千
法
界
」
と
「
十
二
因
縁
」
と
が
対
語
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

続
く
下
句
も
、「
無
明
を
出
づ
」
と
「
彼
岸
に
登
る
」
の
対
偶
が
「
煩

昏
を
出
づ
」
と
「
覚
照
に
遊
ぶ
」
と
言
い
換
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

呪
願
文
お
よ
び
呪
願
に
お
け
る
王
勃
の
文
の
摂
取
の
様
相
は
以
上
の
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と
お
り
で
あ
る
。

全
体
を
通
し
て
見
て
直
ち
に
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。
是
善
が
利
用
し

て
い
る
文
章
が
碑
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
の
対
象
を
碑

に
限
定
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。『
王
子
安
集
』

に
は
賦
以
下
十
四
種
の
文
体
の
詩
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

た
と
え
ば
序
は
作
品
の
数
も
多
く
（
四
十
四
首
）、
内
容
か
ら
考
え
て

も
、
そ
の
措
辞
が
借
用
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
例
は
見
出
だ
せ
な
か
っ
た
。
碑
は
十
一
首
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、

一
首
（「
益
州
夫
子
廟
碑
」）
を
除
い
て
、
す
べ
て
寺
院
の
碑
で
あ
る
。

そ
う
し
て
「
益
州
夫
子
廟
碑
」
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
寺
碑

は
十
首
の
う
ち
九
首
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
是
善
は
東
大

寺
大
仏
開
眼
会
の
呪
願
文
、
呪
願
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
、
明
確
な

意
識
の
も
と
に
王
勃
が
作
っ
た
寺
碑
を
自
ら
の
表
現
の
素
材
源
と
し
て

用
い
て
い
る（
７
）。

寺
碑
に
は
寺
ま
た
そ
の
仏
堂
や
塔
の
造
営
、
仏
像
の
建

立
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
是
善
は
こ
れ
に
着
目
し
て
、

そ
の
表
現
を
呪
願
文
、
呪
願
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
利
用
の
仕
方
は
普
通
の
方
法
と
は
違
っ
て
い
る
。
呪
願
文

は
駢
儷
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
駢
儷
体
は
そ
の
条
件
の
一
つ
と
し
て

典
拠
の
あ
る
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
典

拠
あ
る
表
現
と
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
呪
願
文
に

「
荊
容
は
風
を
成
す
功
に
練
れ
た
り
」（
４
頁
）
と
い
う
句
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
「
成
風
」
は
『
荘
子
』
の
「
匠
石
、
斤
を
運
ら
せ
て
風0

を
成0

す
」

に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
典
拠
を
持
つ
表
現
も

も
ち
ろ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
是
善
の
王
勃
の
文

章
の
利
用
の
仕
方
は
こ
れ
と
は
大
い
に
違
っ
て
い
る
。
一
句
そ
の
ま
ま

を
抜
き
出
し
て
用
い
る
、
あ
る
い
は
対
句
を
な
す
箇
所
を
そ
の
ま
ま
利

用
す
る
、
大
胆
な
と
言
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か
、
そ
う
し
た
方
法
を
取
っ

て
い
る
。四

こ
こ
に
明
ら
か
に
な
っ
た
、
菅
原
是
善
に
よ
る
そ
の
呪
願
文
へ
の
王

勃
の
文
か
ら
の
摂
取
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。

奈
良
時
代
に
お
け
る
王
勃
の
詩
文
は
従
来
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
第
一
に
古
写
本
の
伝
存
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
一
つ
は
正
倉
院

蔵
の
『
詩
序
』
残
巻
で
あ
る
。「
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
年
）
七
月
廿
六

日
」
の
奥
書
が
あ
る
。
四
十
一
首
が
残
る
が
、
う
ち
二
十
首
は
『
王
子

安
集
』
に
は
佚
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。
早
く
『
南
都

秘
极
』（
一
九
二
一
年
）
に
複
製
が
収
め
ら
れ
た
が
、
近
年
、
昭
和
五
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十
八
年
の
正
倉
院
展
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
時
の
『
目
録
』
に
も
全
巻
の

影
印
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
『
王
勃
集
』
巻
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
の
残
巻
で
あ

る
。
現
在
は
上
野
氏
、
東
京
国
立
博
物
館
に
分
蔵
さ
れ
る
。
同
一
筆
者

に
よ
る
僚
巻
で
、
墓
誌
、
行
状
、
祭
文
、
書
を
収
め
る
。
唐
代
、
垂

拱
・
永
昌
年
間
（
六
八
五
～
六
八
九
）
の
書
写
で
あ（
８
）る（
９
）。

ま
た
王
勃
の
詩
文
の
受
容
に
は
次
の
例
が
あ
る
。

ま
ず
は
『
懐
風
藻
』
の
詩
お
よ
び
詩
序
で
、
詩
語
ま
た
序
文
の
措
辞

に
摂
取
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
『
万
葉
集
』
の
歌
序
に
も
及
ぶ（
（1
（

。

受
容
は
史
料
に
も
拡
が
っ
て
い
る
。
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

に
王
勃
の
詩
序
の
一
部
が
習
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
序
は
前

述
の
正
倉
院
蔵
『
詩
序
』
に
の
み
存
す
る
作
で
あ
る（
（1
（

こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。も

う
一
つ
は
本
論
で
述
べ
た
こ
と
と
関
連
す
る
。『
藤
氏
家
伝
』
の

武
智
麻
呂
伝
に
刀と

利り
の

康や
す

嗣つ
ぐ

作
の
釈
奠
に
際
し
て
の
祭
文
が
引
か
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
は
王
勃
作
の
「
益
州
夫
子
廟
碑
」
の
措
辞
が
摂
取
さ
れ

て
い
る（
（1
（

。
こ
れ
は
王
勃
の
碑
が
我
が
国
の
文
人（
（1
（

の
文
章
制
作
に
利
用
さ

れ
た
も
の
で
、
是
善
の
手
法
の
先
行
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
奈
良
時
代
に
お
け
る
王
勃
の
詩
文
の
存
在
に
比
べ
る
と
、

平
安
朝
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
王
勃
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
は
な
は

だ
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
平
安
初
頭
の
勅
撰
三
集
詩
に
つ
い
て
の
小

島
憲
之
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
小
島
氏
は
『
凌
雲
集
』『
文
華
秀
麗
集
』

『
経
国
集
』
の
す
べ
て
の
詩
に
注
釈
を
施
さ
れ
た
が（
（1
（

、
そ
の
中
で
王
勃

の
詩
に
も
先
例
の
あ
る
詩
語
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
詩
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
本
論
で
論
じ
た
の
は
文
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
漢
文
学
研
究
が
詩
を
中
心
に
な
さ
れ
、
文
章
を
論
じ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
見
え
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
詩
の
み
な
ら
ず
、
文
も
ま
た
学
ば
れ
た
。
前
節
で
見
た
諸

例
が
そ
の
例
証
で
あ
る
。

文
徳
朝
に
先
立
つ
仁
明
朝
に
は
白
居
易
を
中
心
と
す
る
中
唐
の
新
し

い
文
学
が
も
た
ら
さ
れ
、
多
大
の
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
風
潮
の

中
に
あ
っ
て
も
、
用
途
に
応
じ
て
、
初
唐
の
文
人
の
文
章
も
ま
た
摂
取

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注（1�

）
後
藤
昭
雄
「
呪
願
文
考
序
説
」（『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
2�
）
後
藤
昭
雄
、
ア
「
貞
観
三
年
東
大
寺
大
仏
供
養
呪
願
文
」（『
成
城

文
藝
』
第
二
四
〇
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
）、
イ
「
貞
観
三
年
東
大
寺

大
仏
供
養
呪
願
文
（
承
前
）」（
同
第
二
四
一
号
、
二
〇
一
七
年
九
月
）。

（
3
）
注
２
拙
稿
ア
。
原
文
お
よ
び
書
き
下
し
文
を
掲
げ
、
説
明
を
加
え
る
。

（
4�

）
注
２
拙
稿
イ
。
原
文
お
よ
び
書
き
下
し
文
を
掲
げ
、
説
明
を
加
え
る
。
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（
5�

）
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
二
〇
一
五
年
版
）
に

拠
る
。

（
6
）
た
だ
し
、
な
ぜ
「
八
十
四0

」
で
あ
る
か
は
未
詳
。

（
7�
）
こ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
翻
っ
て
『
王
勃
集
』
の
古
態
を
推
測
す
る

手
掛
か
り
と
な
る
。
十
首
の
寺
碑
の
う
ち
「
梓
州
慧
義
寺
碑
銘
」（
巻

二
十
）
は
四
部
叢
刊
本
に
な
く
、『
文
苑
英
華
』
に
も
未
収
で
、『
王

子
安
集
註
』
は
『
全
唐
文
』
よ
り
採
録
す
る
。
し
か
し
、
是
善
が
そ

の
文
章
に
「
慧
義
寺
碑
」
か
ら
借
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
是
善
が

見
た
『
王
勃
集
』
に
は
確
か
に
こ
の
文
章
も
存
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
8�

）
内
藤
湖
南
「
上
野
氏
蔵
唐
鈔
王
勃
集
残
巻
跋
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』

巻
十
四
『
宝
左
盦
文
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）。
な
お
、
上
記

二
書
に
つ
い
て
は
最
近
の
道
坂
昭
廣
『『
王
勃
集
』
と
王
勃
文
学
研

究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
9�

）
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
の
古
筆
手
鑑
『
翰
墨
城
』
所
収
の
「
伝
橘
逸
勢

筆
詩
序
切
」
が
『
王
勃
集
』
巻
二
十
八
の
「
陸
□
□
墓
誌
」
か
ら
切

り
取
ら
れ
た
断
簡
で
あ
る
こ
と
を
道
坂
氏
が
明
ら
か
に
し
た
。「
伝
橘

逸
勢
筆
「
詩
序
切
」
と
上
野
本
『
王
勃
集
』
の
関
係
」（
注
８
著
）。

（
10�

）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
中
（
塙
書
房
、
一
九

六
四
年
）
第
五
篇
第
五
章
、
第
十
章
、『
同
』
下
（
一
九
六
五
年
）
第

六
篇
第
一
章
。

（
11�

）
東
野
治
之
「『
王
勃
集
』
と
平
城
宮
木
簡
」（『
正
倉
院
文
書
と
木
簡

の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）。

（
12�

）
北
山
円
正
「
武
智
麻
呂
伝
の
「
釈
奠
文
」
― 

本
文
批
判
と
『
王
勃
集
』
受
容 

―
」（『
風
土
記
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
13
）
刀
利
康
嗣
は
『
懐
風
藻
』
の
詩
人
。「
大
学
博
士
」
と
あ
る
。

（
14�

）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
一

九
六
四
年
）、『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
中
）、
中
（
下
）
Ⅰ
、

中
（
下
）
Ⅱ
、
下
Ⅰ
、
下
Ⅱ
、
下
Ⅲ
（
一
九
七
九
年
～
一
九
九
八
年
）。

（
追
記�

）
平
安
朝
に
お
け
る
王
勃
の
文
章
の
受
容
に
つ
い
て
、先
学
の
指
摘

を
見
逃
し
て
い
た
。
近
刊
の
柿
村
重
松
『
松
南
雑
草
』（
研
文
出
版
、

二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
所
収
「
日
本
文
学
史
識
小
」
に
、
紀
長
谷

雄
「
後
漢
書
竟
宴
詩
序
」、
同
「
秋
思
入
寒
松
詩
序
」、
大
江
朝
綱

「
答
枇
杷
左
大
臣
辞
職
表
勅
」、
同
「
為
貞
信
公
辞
太
政
大
臣
第
三

表
」、
同
「
落
花
乱
舞
衣
詩
序
」、
藤
原
春
海
「
立
神
祠
対
策
」
に

そ
の
例
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
同
氏
著

『
本
朝
文
粋
註
釈
』
に
指
摘
が
あ
る
。
初
校
に
際
し
、
と
り
あ
え
ず

追
記
す
る
。

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


